
平成３１年１月３０日 

 

第２回 四国圏域生態系ネットワーク推進協議会を開催します 

～ 生態系ネットワークの形成による魅力的な四国づくりの実現を目指して ～ 
 

四国では、近年、生態系の最上位に位置し、地域の自然環境の豊かさを示す存在で

あるコウノトリやナベヅル・マナヅル等の飛来が多く見られるようになりました。 

コウノトリやツル類は、大型の美しい水鳥類として多くの人々に親しまれるシンボ

ル的な存在でもあることから、飛来地域の自治体やＮＰＯ・関係団体等によって、繁

殖や越冬環境の創出を目指す取組やそれらの活動を通じた地域振興・活性化のための

様々な取組が四国各地で活発化しています。 

こうした背景から、コウノトリ・ツル類を広域指標種として設定し、効果的な情報

発信と持続的な発展、多様な主体との連携・協働による経済の活性化につながる総合

的な取組の推進を目的に、「四国圏域生態系ネットワーク推進協議会」を設立し、今回、

その第２回目の協議会を開催するものです。 

１．開催日時 

  平成３１年２月４日（月） １４時００分～１６時００分 

２．開催場所 

  サンポート高松合同庁舎北館１３階  １３０６、１３０７会議室 

  高松市サンポート３番３３号（別紙１参照） 

３．議事 

 （１）四国圏域生態系ネットワークの推進状況について  

 （２）四国におけるコウノトリ・ツル類の飛来・生息状況について 

 （３）全国における生態系ネットワークの取組状況について 

 （４）四国圏域の各流域・地域での生態系ネットワークの推進状況について 

 （５）四国圏域生態系ネットワーク全体構想（案）について 

４．委員名簿 

  別紙２のとおり 

５．公開等 

 ・会議は公開で行います。 

 ・取材・傍聴にあたっては、会議の円滑な進行に御協力いただきますようお願いいたします。 

 ・座席については、約３０席を用意しています。受付は先着順とし、満席になり次第、受付を終

了しますので、その際はご了承下さい。 
 
  ※本施策は、四国圏広域地方計画「No.3 美しい自然とおもてなしの心による「視国」観光活性化プ

ロジェクト」及び「No.4 全国に先駆けて進行する人口減少への「子国」支援対策プロジェクト」
の取組に関連します。 

【問い合わせ先】 
 

国土交通省 四国地方整備局 河川部 河川計画課 

建設専門官 笠井 博之（内線３６１３） 
ＴＥＬ：０８７－８１１－８３１７（河川計画課直通） 
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四国圏域生態系ネットワーク推進協議会 委員名簿 

 

区分 所属・役職等 氏名（敬称略） 

学識者 

愛媛大学 名誉教授 鈴木 幸一 

徳島大学大学院社会産業理工学研究部 教授 武藤 裕則 

徳島大学大学院社会産業理工学研究部 教授 鎌田 磨人 

徳島大学大学院社会産業理工学研究部 准教授 河口 洋一 

市長 

鳴門市長 泉 理彦 

阿南市長 岩浅 嘉仁 

三豊市長 山下 昭史 

西条市長 玉井 敏久 

西予市長 管家 一夫 

四万十市長 中平 正宏 

行政 

農林水産省 中国四国農政局 農村振興部長 宮森  俊光 

国土交通省 四国地方整備局 河川部長 佐々木 淑充 

国土交通省 四国地方整備局 徳島河川国道事務所長 宮藤 秀之 

国土交通省 四国地方整備局 中村河川国道事務所長 伊賀 達也 

国土交通省 四国地方整備局 那賀川河川事務所長 赤澤 善樹 

環境省 中国四国地方環境事務所 四国事務所長 宇賀神 知則 

徳島県 県土整備部長 瀬尾 守 

香川県 土木部長 葛西 剛 

愛媛県 土木部長 杉本 寧 

高知県 土木部長 村田 重雄 

団体等 

（50 音順） 

コウノトリ定着推進連絡協議会 柴折 史昭 

四国経済連合会 常務理事 山野井 勝弘 

四国ツーリズム創造機構 事業推進本部 本部長 山本 和弘 

四国ツル・コウノトリ保護ネットワーク 代表 中村 滝男 

四国電力株式会社 総合企画室 環境部長 網本 邦広 

四国旅客鉄道株式会社 総合企画本部 副本部長 長戸 正二 

四万十つるの里づくりの会 事務局長 佐伯 達雄 

日本野鳥の会愛媛 代表 松田 久司 

日本野鳥の会香川県支部 支部長 矢本 賢 

日本野鳥の会高知支部 支部長 西村 公志 

日本野鳥の会徳島県支部 支部長 三宅 武 
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